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Ⅰ．論文の内容の要旨 
（１）論文の構成 
序論 
はじめに 
一、研究内容と先行研究 
二、論文構成 
三、利用した史料について 
第一章 エセンの大元国号と大元復帰について 
はじめに 
一、土木の前後におけるエセンの明朝に対する婚姻政策 
二、エセンの大元国号と大元の復帰について 
終わりに 
第二章 右翼三トゥメンの再形成と婚姻関係の役割 
はじめに 
一、右翼の反乱前後の右翼三トゥメンの構造の変化 
二、ドロガン=トゥメドとモンゴルジンの形成過程 
三、右翼の反乱後の右翼三トゥメンの新たな形成 
終わりに 
第三章 北元代のジノンとハーンの権力争い 
はじめに 
一、グン=ビリクとボディ=アラクのハーン位の争い 
二、ジノンとハーンの権力争いの歴史的由来 
三、ジノン権威の弱体化について 
終わりに 
第四章 アルタンとトゥメン=ハーンの政治政策と権力争い 
はじめに 
一、明朝の離間策と北元内部の政治関係 
二、トゥメン=ハーンのハーン権を強化するための政治政策 
終わりに 
第五章 大元伝国璽の北元と清朝に与える政治意味 
はじめに 
一、大元の伝国璽における北元の王統について 
二、ボライとモーリハイの権力争いについて 
三、大元の伝国璽における大清の王統について 
終わりに 
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終わりに 
 
（２）論文の内容要旨 
本論は 1368年に元朝がモンゴル高原に退去してから、1634年に正統ハーンであったリク
ダン=ハーンが死去するまでの時期にモンゴル高原に存続した政権を、北元として一貫した
ものとし、大モンゴルと大元の遺産が北元政権に与えた影響とその変遷過程について、五
つの問題を取り上げて検討している。 
まず先行研究を概観し、当該時期の史料の特質を検討したのちに、第一章でチンギス=ハ
ンの子孫ではなかったエセンには、「大元」国号と姻戚関係によって、大元のような統一を
復帰する意向があったことを論じた。さらにエセンは 1449年の土木の変で捕らえた明朝皇
帝と婚姻関係を結び、明朝を自らの影響下に置こうとしたとする。 
 第二章では 15世紀末にモンゴルは、フビライ=ハーン後裔とされるダヤン=ハーンによっ
て統一されるが、右翼三トゥメンをダヤンが編成する際に、婚姻関係が大きな役割を果た
したとする。ダヤン=ハーンの三男バルス=ボロドは、副ハーンの格を持つとも言われるジ
ノンに即位していたが、ダヤンの死後にハーンに即位し、ホサイ=タブナン家と婚姻関係を
結んだ。父からジノン位を引き継いだ長子グン=ビリクは、バルス=ボロドが逝去すると、
婚姻関係に基づいてジノンの権力を強化し、右翼に対する支配を確立したとする。 
第三章では、ジノンとハーンにおける権力の争いを考察する。左翼チャハル=トゥメンの
当主であったボディ=アラク（ダヤンの孫）はハーンに即位後に右翼を侵攻しようとしたが、
その原因はハーン位をめぐる争いであることを指摘する。また、ジノンとハーンの権力争
いが北元には一貫して存在していたことを、時期を遡ることで証明した。グン=ビリクの長
男ノヤンダラの時期から、ジノンの権威が弱体化した。その原因が、ノヤンダラのジノン
号が北元正統ハーンの正式な冊封によるものではなかったことにあることを実証した。 
 第四章では、アルタン（バルス=ボロドの次男でトゥメド=トゥメン当主）が 1571年に明
朝と結んだ隆慶和議の背景に、右翼のアルタンと左翼チャハル=トゥメン当主で正統ハーン
であったトゥメン=ハーン（ボディ=アラクの孫）とのあいだの権力争いがあることを論証
する。明朝が右翼のアルタンと和議を結び、冊封した理由の一つに、アルタンとハーンと
を離間させ、軍事連合を解体させる目的が含まれているとする。次に、トゥメン=ハーンが
各トゥメンから政治代表を選んで、政を執らせたことがハーン権を強化させる政策である
ことを論じた。その際に、ハーンが婚姻政策を実施したとする。 
第五章では、大元の伝国璽が、大元から引き継がれた象徴的な遺産として、北元期に政
治的な役割を果たしたことを検討する。大元の伝国璽の伝承過程から、北元の歴代ハーン
は大元の伝国璽によって、ハーン位の合法性を認められたとする。大元の伝国璽は北元政
権の皇統、さらに大清国の皇統にも影響を与えたとする。 
以上五点を検討することによって、大モンゴル大元の遺産が北元代の変遷過程と北元政
治に与えた影響を明らかにしている。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
（１）論文の特徴 
 本論文が対象とする時期のモンゴル史研究を概観すると、主に明朝側の史料に基づいて
研究がなされていたために、モンゴル側の主体性や一貫性が見失われる傾向が強かった。
本論文はモンゴルの視点から、当該時期を検討しているところに、特徴が見られる。 
日本の研究はその精緻さに特色があるものの、史料的制約のために大局的な見解を出す
ことを自制する傾向が強い。一方、中国で主にモンゴル族の研究者が進めてきた研究では、
問題意識が先行し、ときに精緻さに欠ける場合がある。申請者は日本の研究につぶさに触
れたことで、明確な問題意識を保ちながら、精緻さを兼ね備えた記述を心がけようとする。
そのため本論文では、先行研究の検討と独自の考察が混在て展開されているため、読解に
努力を強いられる。しかし、論旨を丹念に読み取ることで、学術的な意義が明らかとなる。 
ポスト元朝の時代には、チンギス=ハンに政治的権威の原点を求めるチンギス統原理の存
在が指摘されてきたが、本論文ではこの原理はハーンとなる資格を認めるだけで、この原
理を満たせば自動的にハーン位が合法性を持つということではないという重要な指摘を行
う。そのうえでハーン位の合法性を多角的に論じようとする本論において、先行研究が断
片的にしか検討されてこなかった国号・姻戚関係・大元伝国璽というテーマを、当該時期
を通貫する研究課題としているところに特徴を認めることができる。また、これまで明朝
の側から検討されるに止まっていた隆慶和議などのテーマについて、モンゴルの視点から
分析したことは、本論の大きな特色となっている。 
 
（２）論文の評価 
 本論文が対象としている大元の北帰（1368年）から大清の成立（1636年）までの 268年
間のモンゴル史は、極めて重要な研究課題であるものの、モンゴルに同時代史料はほとん
ど存在しないために、後世の記録と明朝側の史料に基づいて研究がなされなければならな
い。本論文はこうした研究状況を踏まえたうえで、この時期に一貫した政治的な主体が存
在したことを解明しようとしているところに、学術的に大きな意義が認められる。 
 本論文の全体を通して提示されている視点は、婚姻政策の重要性である。この点は先行
研究では個別の事件について論じられることはあったが、当該時期に一貫した特質である
としているところに、独創性を認めることができる。たとえばもと別の集団であったドロ
ガン=トゥメドとモンゴルジンが，婚姻関係などを通じて一体化されたと指摘し、ダヤン=
ハーンがモンゴル諸部族を右翼三トゥメンに編成する際にも、婚姻関係が重要な意味を持
っていたとする。右翼三トゥメンにおけるジノン家の権威が、グン=ビリグの時期に確立し
たと論じる際にも、婚姻関係の重要性を指摘している。 
北元時代を通じて，ハーンとジノンのあいだには常に権力争いが見られたという指摘も、
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高く評価できる。アルタンがハーンを名乗ることを、トゥメン=ハーンが承認したのは、右
翼におけるジノンの権威を相対化するためであった，という見解には独創性が認められる。
左翼の各トゥメンの最高実力者以外の人物を政治代表として任命することで，各トゥメン
への権威浸透をはかったという指摘も、重要である。 
本論文は権力の正統性の継承という視点から当該時期を検討するが、その他にチベット
仏教との関係という文化面、中央ユーラシア交易路の掌握という経済面からの検討も必要
であることは、申請者自身も自覚し、研究に着手はしているものの、詳細が詰められてな
いために、本論文では断片的に言及されているだけで、本格的には論じられていない。本
論文を一つのステップとして、今後の研究の深化が期待される。 
 
 
 
 
